
本
稿
で
は
吉
林
省
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
と
江
蘇
省
如
皐
市
を
主
た
る
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
一
九
九
○
年
代
に
お
け
る
市
場
経
済
化
の

（
３
）

一
層
の
進
展
に
つ
れ
て
、
吉
林
省
延
辺
で
は
、
離
婚
の
増
加
ば
か
り
で
な
く
、
女
性
の
国
際
結
婚
の
増
加
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
江
蘇
省
如
皐

市
で
は
、
結
婚
に
よ
り
貧
し
い
地
域
か
ら
流
入
す
る
農
村
女
性
が
急
増
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
結
婚
、
離
婚
、
再
婚
、
国
際
結
婚
と
い
っ
た
婚

一
九
七
八
年
に
中
国
政
府
は
、
改
革
開
放
・
市
場
経
済
化
の
政
策
を
決
定
し
た
。
こ
う
し
た
政
策
の
も
と
で
の
政
治
・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変

化
は
中
国
人
の
社
会
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
婚
姻
行
動
に
対
し
て
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、
農
村
女
性

の
結
婚
に
よ
る
都
市
移
住
の
増
加
、
離
婚
の
増
加
、
国
際
結
婚
の
増
加
な
ど
は
、
そ
う
し
た
影
響
の
顕
著
な
例
で
あ
る
。
一
九
八
六
年
に
中
国

社
会
科
学
院
が
七
四
の
都
市
と
農
村
に
つ
い
て
行
っ
た
調
査
で
は
、
結
婚
に
よ
っ
て
都
会
へ
移
住
す
る
農
村
女
性
の
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

（
１
）

報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
結
婚
に
よ
る
農
村
女
性
の
都
市
移
住
は
、
単
な
る
地
域
間
移
動
で
は
な
く
、
貧
し
い
地
域
か
ら
豊
か
な
地
域
へ

（
２
）

と
向
か
う
垂
直
的
社
会
移
動
で
も
あ
る
。

論
説九

○
年
代
中
国
に
お
け
る
婚
姻
と
社
会
移
動

は
じ
め
に ｌ

女
性
の
婚
姻
行
動
と
資
源
所
有
と
の
関
係
を
中
心
に
Ｉ

林
明
鮮
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本
稿
で
は
、
筆
者
が
一
九
九
七
年
か
ら
一
九
九
八
年
に
か
け
て
延
辺
で
の
資
料
調
査
及
び
ヒ
ャ
リ
ン
グ
に
よ
り
得
た
デ
ー
タ
と
、
杜
桂
珍
・

（
６
）

陳
忠
明
・
馬
藺
梅
に
よ
る
「
対
外
来
妹
婚
育
管
理
情
況
的
調
査
与
思
考
」
（
一
九
九
五
）
の
結
果
を
用
い
て
、
朝
鮮
族
の
集
中
し
て
い
る
延
辺

と
、
漢
民
族
の
集
中
し
て
い
る
江
蘇
省
で
は
、
婚
姻
に
よ
る
社
会
移
動
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
共
通
点
と
相
違
点
が
あ
る
か
を
考
察
す
る
。

以
下
で
は
延
辺
の
離
婚
・
再
婚
・
国
際
結
婚
に
よ
る
社
会
移
動
を
（
一
節
）
、
次
に
江
蘇
省
の
如
皐
市
で
の
社
会
移
動
を
三
節
）
分
析
し
、
そ
れ

ら
の
結
果
に
つ
い
て
、
理
論
的
な
視
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
考
察
を
加
え
る
（
三
節
）
。

本
稿
の
課
題
は
、
吉
林
省
延
辺
女
性
の
離
婚
・
再
婚
・
国
際
結
婚
に
よ
る
社
会
移
動
と
、
江
蘇
省
如
皐
市
の
結
婚
に
よ
る
社
会
移
動
と
を
、

（
５
）

個
人
が
所
有
し
て
い
る
資
源
と
の
関
連
で
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
女
性
が
社
会
的
地
位
を
改
善
す
る
た
め
に
結

婚
・
離
婚
・
再
婚
・
国
際
結
婚
を
利
用
し
て
い
る
の
か
、
女
性
は
結
婚
・
国
際
結
婚
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
資
源
を
交
換
に
持
ち
込
む
の
か
、

（
４
）

ま
り
、
地
域
間
移
動
と
婚
姻
行
動
と
の
串

関
連
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

姻
行
動
が
、
女
性
が
経
済
的
状
況
の
悪
い
地
域
か
ら
良
い
地
域
に
移
住
す
る
手
段
と
な
る
例
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
既
存
の
研
究
で

は
、
中
国
に
お
け
る
こ
う
し
た
地
域
間
移
動
現
象
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
都
市
・
農
村
間
の
経
済
的
格
差
、
学
歴
の
格
差
に
言
及
す
る
に
と
ど

（
４
）

ま
り
、
地
域
間
移
動
と
婚
姻
行
動
と
の
関
係
や
、
個
人
が
所
有
し
て
い
る
職
業
・
収
入
・
学
歴
・
年
齢
な
ど
の
資
源
と
女
性
の
婚
姻
行
動
と
の

（
｜
）
調
査
地
の
概
況
と
婚
姻
の
特
徴

延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
は
、
一
九
五
二
年
九
月
三
日
「
延
辺
朝
鮮
族
自
治
区
」
と
し
て
成
立
し
、
一
九
五
五
年
に
同
自
治
州
に
改
め
ら
れ
た
。

同
自
治
州
は
延
吉
、
図
門
、
敦
化
、
竜
井
、
琿
舂
の
五
つ
の
市
と
、
汪
清
、
安
図
の
二
県
を
所
轄
し
て
い
る
。
延
辺
の
総
面
積
は
四
万
二
、
七

○
○
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
お
よ
び
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
国
境
を
接
し
て
い
る
。
同
自
治
州
は
、
総
人
口
二
一
八
万

を
考
察
し
た
い
。

一
延
辺
に
お
け
る
離
婚
と
国
際
結
婚

－49－



延
辺
朝
鮮
族
は
、
他
の
民
族
に
比
べ
、
学
歴
・
離
婚
率
が
高
く
、
再
婚
・
国
際
結
婚
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
一
九
九
○
年
第
四
次
人

口
調
査
に
よ
る
と
、
同
民
族
は
、
一
○
○
万
以
上
の
人
口
を
も
つ
一
九
の
民
族
の
う
ち
、
中
学
以
上
の
学
歴
所
持
者
の
割
合
が
最
も
高
く
、
非

（
８
）

識
字
率
も
最
も
低
い
。
ま
た
吉
林
省
は
全
国
的
に
み
て
も
離
婚
率
の
高
い
地
域
で
あ
る
（
表
１
）
が
、
な
か
で
も
延
辺
は
全
国
で
も
離
婚
率
の
極

め
て
高
い
地
域
で
も
あ
る
。
普
通
離
婚
率
（
人
口
千
人
あ
た
り
に
占
め
る
離
婚
件
数
）
は
、
一
九
九
五
年
で
三
・
九
九
（
協
議
離
婚
四
、
七
五
四
件
、

訴
訟
離
婚
三
、
九
三
二
件
）
、
一
九
九
六
年
で
三
・
五
四
（
協
議
離
婚
三
、
八
九
○
件
、
訴
訟
離
婚
三
、
八
四
○
件
）
で
あ
っ
た
。
延
辺
人
民
法
院
の
デ
ー

タ
（
表
２
）
を
み
る
と
、
一
九
八
○
年
か
ら
一
九
九
六
年
ま
で
の
一
六
年
間
で
、
同
人
民
法
院
の
離
婚
事
件
の
処
理
件
数
は
お
よ
そ
七
倍
に
増
加

し
、
離
婚
件
数
は
お
よ
そ
九
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
離
婚
率
だ
け
で
な
く
、
国
際
結
婚
の
多
い
地
域
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
衾
３
）
。
国

際
結
婚
を
し
た
女
性
の
う
ち
、
約
四
人
に
一
人
は
離
婚
経
験
の
あ
る
再
婚
者
で
あ
る
（
朝
鮮
族
の
国
際
結
婚
の
二
七
％
）
。
こ
の
こ
と
は
、
延
辺
に

生
活
状
況
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

五
、
○
○
○
人
で
あ
り
、
漢
族
を
は
じ
め
と
す
る
一
六
の
民
族
が
居
住
し
て
い
る
。
民
族
別
で
は
漢
民
族
が
最
も
多
く
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
、
朝
鮮
族
が
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。

筆
者
は
一
九
九
七
年
か
ら
一
九
九
八
年
に
か
け
て
二
回
に
わ
た
っ
て
延
辺
中
級
人
民
法
院
、
延
吉
市
基
礎
人
民
法
院
の
河
南
法
廷
お
よ
び
河

北
法
廷
、
延
辺
大
学
婦
女
問
題
研
究
所
、
延
辺
大
学
家
庭
法
律
事
務
所
、
延
辺
婦
女
問
題
研
究
所
、
延
辺
民
政
局
、
延
辺
婦
女
雑
誌
社
、
延
吉

市
Ｓ
街
道
（
行
政
末
端
組
織
）
の
離
婚
の
司
法
調
停
機
関
を
訪
ね
、
資
料
収
集
お
よ
び
ヒ
ャ
リ
ン
グ
を
お
こ
な
っ
た
。

以
下
の
分
析
で
用
い
る
デ
ー
タ
は
、
延
辺
人
民
法
院
、
Ｓ
街
道
の
調
停
機
関
に
お
い
て
筆
者
の
収
集
し
た
デ
ー
タ
、
お
よ
び
延
辺
大
学
の
李

（
７
）

承
梅
に
よ
る
国
際
結
婚
の
研
究
が
提
示
し
て
い
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。
延
辺
人
民
法
院
で
は
、
一
九
八
○
年
か
ら
一
九
九
六
年
ま
で
の
裁
判
離
婚

の
デ
ー
タ
を
入
手
し
、
ヒ
ャ
リ
ン
グ
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
。
Ｓ
街
道
で
は
、
ヒ
ャ
リ
ン
グ
と
同
時
に
、
一
九
九
二
年
か
ら
一
九
九
七
年

の
間
に
調
停
を
受
け
た
夫
婦
二
九
七
組
の
記
録
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
延
辺
大
学
婦
女
問
題
研
究
所
で
は
、
李
承
梅
が
行
っ
た
国

際
結
婚
調
査
の
資
料
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｓ
街
道
の
調
停
記
録
調
査
で
は
、
職
業
と
収
入
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、

当
事
者
の
経
済
的
情
況
に
つ
い
て
統
計
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
調
停
記
録
中
の
離
婚
原
因
の
記
述
か
ら
、
あ
る
程
度
ま
で
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表l中国における地域別離婚の推移

年次別普通離婚率(%｡)
地域名

'980 1981 1982 1983 1984 1990 1991 1993 1994 1995 1996 1997

全国

新彊

吉林

遼寧

黒龍江

北京

上海

天津

青海

内蒙古

寧夏

四川

映西

湖南

雲南

漸江

湖北

河北

山西

河南

甘粛

江蘇

貴州

福建

山東

広西

安徽

広東

江西

西藏

海南

0．34

3．94

0．47

0．39

0．46

0．45

0．29

0．31

0．74

0．39

0．28

0．21

0．39

0．29

0．32

0．22

0．26

0．39

0．65

0．30

0．37

0．16

0．37

0．20

0．22

0．33

0．18

0．24

0．32

0．34

0．39

3．37

0．58

0．49

0．56

0．57

0．42

0．38

0．83

0．45

0．46

0．29

0．43

0．34

0．36

0．26

0．32

0．43

0．84

0．32

0．39

0．21

0．38

0．25

0.27

0．38

0．23

0．28

0．33

0．19

0．42

4．14

0．59

0．56

0．66

0．58

0．46

0．39

0．79

0．50

0．50

0．30

0．44

0．39

0．39

0．27

0．34

0．46

0．76

0．34

0．38

0．24

0．40

0．25

0．28

0．37

0．21

0．31

0．34

0．14

0．41

4．13

0．62

0．55

0．62

0．57

0．50

0．43

0．82

0．47

0．46

0．27

0．45

0．38

0．39

0．25

0．33

0．44

0．74

0．34

0．37

0．21

0．36

0．24

0．28

0．37

0．20

0．29

0．30

0．44

4．13

0．69

0．63

0．70

0．60

0．54

0．43

0．87

0．54

0．51

0．31

0．52

0．41

0．41

0．31

0．36

0．43

0．78

0．36

0．40

0．22

0．43

0．28

0．28

0．40

0．22

0．32

0．34

0．21

0．72

3．91

1．59

1．51

1．63

1．47

1．33

0．79

1．27

0．90

0．81

0．78

0．78

0．60

0．66

0．54

0．62

0．62

0．72

0．54

0．66

0．46

0．69

0．42

0．45

0．51

0．37

0．43

0．46

0．38

0．38

0．78

3．33

1．80

1．65

1．72

1．69

1．45

1．01

1．43

1．09

0．89

0．92

0．83

0．71

0．73

0．61

0．63

0．65

0．72

0．58

0．70

0．53

0．68

0．44

0．51

0．49

0．37

0．44

0．50

0．83

3．23

1．92

1．87

1．86

1．87

1．54

1．17

1．38

1．11

1．00

1．01

0．85

0．76

0．78

0．64

0．66

0．70

0．77

0．66

0．70

0．59

0．70

0.45

0．53

0．54

0．44

0．46

0．49

0．28

0．43

0．89

3．27

2．03

1．99

2．07

1．87

1．74

1．21

1．40

1．24

1．01

1．10

0．88

0．82

0．80

0．71

0．68

0．73

0．77

0．69

0．72

0．64

0．71

0．50

0．55

0．57

0．50

0.50

0．50

0．59

0．39

0．94

3．49

2．14

2．09

2．20

1．91

1．88

1．36

1．39

1．30

1．07

1．18

0．92

0．87

0．85

0．76

0．70

0．79

0．78

0．73

0．77

0．68

0．74

0．59

0．61

0．60

0．54

0．54

0．50

0．40

0．43

0．99

3．59

2．15

2．17

2．28

2．04

2．08

1．38

1．55

1．32

1．13

1．47

0．97

0．91

0．87

0.86

0．85

0．83

0．79

0．76

0．75

0．75

0.72

0．66

0．65

0．59

0．58

0．56

0．52

0．71

3．73

1．57

1．44

1．54

1．31

1．22

0．77

1．23

0．85

0．76

0．75

0．74

0．61

0．65

0．52

0．60

0．60

0．76

0．55

0．62

0．39

0．67

0．41

0．45

0．52

0．42

0．41

0．47

0．32

().41 0．36 0．41

注：①この表は中国人口年鑑(1980-1997)により作成。

②空欄は数値が欠けている。

③1985-1989年, 1992年はデータが欠けている。
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表2延辺中級人民法院の離婚事件の推移

三
）
離
婚
申
請
者
の
特
徴
亜
Ｓ
街
道
の
デ
ー
タ

離
婚
申
請
者
は
改
革
開
放
（
一
九
七
八
年
）
後
の
結
婚
者
が
九

五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
生
じ

て
い
る
離
婚
の
ほ
と
ん
ど
が
改
革
・
開
放
後
に
結
婚
し
た
者
の

離
婚
で
あ
る
。

延
辺
に
お
け
る
近
年
の
結
婚
動
向
で
は
、
請
負
婚
（
包
弁
婚

姻
）
や
売
買
婚
は
な
く
、
早
婚
傾
向
も
な
い
・
離
婚
者
の
平
均
初

婚
年
齢
は
、
夫
が
二
七
歳
、
妻
は
二
四
歳
で
あ
る
。
ま
た
、
離

帥
婚
申
請
者
の
な
か
で
は
、
恋
愛
結
婚
の
ほ
う
が
そ
の
他
の
結
婚

か
よ
り
離
婚
比
率
が
高
く
、
八
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
衾

鵬
Ⅷ
４
）
・

雑
肺
離
婚
の
申
請
者
を
み
る
と
、
妻
の
不
倫
が
原
因
で
離
婚
を
申

叫
靴
請
し
た
夫
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
妻
側
が
離
婚
を
申
請
し
、
離

狐
狸
婚
の
理
由
を
述
べ
た
の
も
ほ
と
ん
ど
妻
側
で
あ
る
。
妻
か
ら
の

１

俶
膨
離
婚
申
請
が
八
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
夫
側
が
離
婚

の
原
因
を
つ
く
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
就
労
可
能
な
若
い
年
齢
層
の
離
婚
が
支
配
的
で
あ
る
。

お
い
て
離
婚
と
国
際
結
婚
に
大
き
な
関
連
が
あ
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
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年次

；

総離婚事件I離婚受理｜離婚取下げ
１
９

凸
９
台

件数

総離婚事件｜離婚受理｜離婚取下げ
《
Ｉ
Ｄ

０
日

比率

'980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1993

1994

1995

1996

612

597

774

944

1,240

994

1,069

1,585

1,816

2,453

2,766

3,154

3,550

4,048

4,316

4,263

448

468

578

678

854

810

894

327

447

998

191

598

028

509

932

890

７
９
９
９
９
７
，
９
，

１
１
１
２
２
３
３
３
３

'64

129

196

266

386

184

175

258

369

455

575

556

522

539

384

373

lOO

lOO

100

100

100

100

100

100

100

100

lOO

lOO

'00

100

100

1()0

73．2

78．4

74．7

71．8

68．9

81．5

83．6

83.7

79．7

81．5

79．2

82．4

85．3

86．7

91．1

91．3

26．8

21．6

25．3

28．2

31．1

18．5

16.4

16．3

20．3

18．5

20．8

17．6

14．7

13．3

９
７

●
●

８
８

80-90 34．181 28．650 5.531 l()0 83．8 16．2



表3延辺朝鮮族の国際結婚の推移(1990.1.1-1994.3.31)

単位：件数

朝鮮族の国・地域別結婚相手 結婚形態朝鮮族

総計朝鮮族総数
性別総数台湾･香港．マカオ 華僑韓国日本北朝鮮その他初婚再婚

年度

５

３
８
ｍ
昭
１
虹
３
６
３
卯

４

４
８
週
ｎ
３
弱
６
恥
４
噸

男
女
男
女
男
女
男
女
男
女

1４
５
Ｂ
田
２
５
３
３

23 121990
12

１

３
３
２
肥
３
５
１
弱

１

341991 47
3 2 1 2

１
２
１
３

621992 83

７
０

蛇
１
９
３
４

５
１

73

１
３
１
１

6221993 630
91

1994
152 149

(1-4月） 4

9 8 784 23 48 7 642 237男女879合計 935 879

出典：①李承梅, 1994, 「延辺朝鮮族女性的渉外結婚｣｢女性研究｣，延辺大学出版社，

により作成。

②李承梅のデータは延辺民政局「婚姻登録弁公室」の提供によるものである。

2()5-206頁

こ
れ
は
女
性
の
再
婚
の
可
能
性
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
女

性
の
離
婚
は
年
齢
的
制
約
と
強
い
関
係
が
あ
る
衾
５
）
。
離
婚
を
申
請

し
た
妻
の
内
訳
は
、
四
四
歳
ま
で
が
九
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
そ
れ

以
上
の
年
齢
は
一
割
に
も
な
ら
な
い
。
四
四
歳
以
下
の
妻
が
九
割
以
上

を
越
え
る
の
は
年
齢
資
源
が
離
婚
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
た
め

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

婚
姻
継
続
年
数
と
離
婚
と
の
関
係
で
は
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
で
は
婚

（
９
）

姻
継
続
年
数
の
五
年
未
満
と
五
～
九
年
階
層
の
比
率
が
最
も
高
い
が
、

延
辺
で
は
五
年
未
満
と
一
○
～
一
四
年
階
層
の
比
率
が
同
じ
で
あ
る

（
表
６
）
。

（
三
）
近
年
の
離
婚
の
原
因

一
般
的
に
、
個
々
の
離
婚
を
も
た
ら
す
原
因
は
複
数
存
在
し
、
主
た

る
原
因
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
人
が
挙
げ
る

離
婚
の
主
な
原
因
は
、
あ
る
時
期
の
離
婚
の
傾
向
を
表
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
Ｓ
街
道
の
デ
ー
タ
と
、
延
辺
人
民
法
院
で
の

ヒ
ャ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
延
辺
の
離
婚
の
原
因
を
考
察
す
る
。

Ｓ
街
道
の
デ
ー
タ
に
よ
り
妻
側
が
申
請
し
た
主
な
原
因
に
つ
い
て
統

計
を
と
る
と
、
「
性
格
の
不
一
致
」
を
除
け
ば
、
経
済
問
題
、
不
倫
、
生

（
ｍ
）

活
習
慣
上
の
問
題
が
占
め
る
比
率
が
高
い
。
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一
九
九
○
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で
の
離
婚
の
特
徴
を
み
る
と
、
階
層
別
で
は
、
①
無
職
、
日
雇
い
労
働
者
、
あ
る
い
は
固
定
収
入
が
な
い

者
に
離
婚
が
多
く
、
②
知
識
層
に
は
離
婚
が
少
な
い
。
ま
た
、
③
一
部
の
営
利
階
級
の
な
か
に
も
離
婚
が
多
い
が
、
彼
ら
は
経
済
的
地
位
の
低

い
階
層
と
離
婚
の
プ
ロ
セ
ス
が
違
う
。
例
え
ば
、
会
社
や
飲
食
店
な
ど
の
経
営
者
は
社
会
経
済
的
地
位
の
低
い
階
層
の
よ
う
に
法
廷
で
争
う
こ

と
が
な
く
、
妻
の
要
求
通
り
に
金
銭
と
財
産
を
譲
り
、
婚
姻
登
記
管
理
機
関
へ
行
っ
て
協
議
離
婚
を
す
る
ケ
ー
ス
（
俗
称
・
高
額
離
婚
）
が
多

表4離婚申請者の

婚姻形態「
不
倫
・
不
倫
疑
惑
」
に
つ
い
て
は
、
夫
婦
の
一
方
が
カ
ラ
オ
ケ
、
バ
ー
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
へ
通
う
な
ど
し
て
夜
遅
く
な
っ
た
り
、
ホ
ス
テ
ス

と
不
倫
関
係
に
な
っ
た
り
し
て
離
婚
す
る
例
が
多
い
。

生
活
習
慣
上
の
問
題
で
は
、
夫
が
飲
酒
し
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
ヘ
通
う
こ
と
や
、
い
つ
も
夜
遅
く
帰
宅
し
た
り
す
る
こ
と
が

含
ま
れ
る
。
夫
の
生
活
問
題
を
原
因
と
す
る
離
婚
申
請
は
三
○
件
で
、
妻
の
そ
れ
を
原
因
と
す
る
申
請
は
三
件
で
あ
る
。

次
に
、
延
辺
人
民
法
院
の
Ａ
裁
判
官
へ
の
ヒ
ャ
リ
ン
グ
の
結
果
を
考
察
し
よ
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
延
辺
人
民
法
院
が
扱
っ
た
離
婚
に
つ
い

次
に
、
延
辺
人
民
法
院
の
Ａ
裁
判
官

借
金
、
か

も
い
た
。

て
は
以
下
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

経
済
問
題
で
は
、
妻
の
失
業
を
原
因
と
し
て
離
婚
申
請
を
し
た
夫
は
二
人
し
か
い
な
い
が
、
「
夫
の
失
業
・
生
活
力
な
し
」
（
三
○
件
）
、
「
夫
の

金
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
商
売
の
失
敗
」
（
二
八
件
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
夫
に
経
済
上
の
過
失
を
原
因
と
し
て
離
婚
を
申
し
出
た
女
性
は
五
八
人

結婚形態 組比率

自由恋愛

紹介・恋愛

紹介

173 64．8

65 24．3

29 10．9

総計 267 100

注①S街道(1992-

1997)。

②30組は結婚形

態不明のため外

した。

表5離婚時の夫婦の

年齢分布

比率人数

年齢 夫妻夫 妻

20-24 2 10 0．7 3．4

25－29 51 69 17．223．2

30-34 70 84 23．628．3

35－39 89 70 30．023．6

40－44 50 41 16．813．8

45-49 17 10 5．7 3．4

50－59 13 12 4．4 4．0

60以上5 1 1．7 0．3

総計297297 100 100

注:S街道(1992-1997)。

表6離婚申請者の

婚姻継続年数

継続年数組比率

5年未満76 25．9

96 32．85-9

77 26．310－14

29 9．915－19

20年以上15 5．1

総計 293 100

S街道(1992‐

1997)。

注
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（
ｕ
）

、
４
０

１
Ｖ

ま
た
都
会
だ
け
で
な
く
、
農
村
で
も
離
婚
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
夫
は
稼
ご
う
と
せ
ず
、
酒
を
飲
ん
で
妻
に
暴
力
を
ふ
る
っ
た
り
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
農
村
の
妻
も
都
会
の
カ
ラ
オ
ケ
や
飲
食
店
、
バ
ー
な
ど
で
働
い
て
経
済
的
収
入
が
多
く
な
る
と
、

農
民
の
夫
が
嫌
に
な
り
、
離
婚
し
て
都
会
の
男
性
と
再
婚
す
る
こ
と
が
あ
る
。

農
村
で
も
都
会
で
も
女
性
側
か
ら
離
婚
を
つ
き
つ
け
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ｓ
街
道
の
デ
ー
タ
に
も
一
致
し
て
い
る
。
以
前

は
．
度
結
婚
す
る
と
、
女
性
と
い
う
の
は
生
活
に
困
っ
て
も
夫
に
依
存
し
て
生
活
す
る
も
の
だ
」
と
女
性
は
考
え
た
。
し
か
し
、
市
場
経
済

の
影
響
を
受
け
た
今
日
の
女
性
は
経
済
的
に
自
立
す
る
と
、
夫
が
義
務
を
果
た
さ
な
い
場
合
に
は
夫
と
別
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
は
女
性
の

価
値
観
に
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
時
代
別
に
み
る
と
、
中
国
の
女
性
は
、
一
九
六
○
年
代
の
「
労
働
者
階
級
が
社

会
を
支
配
す
る
時
代
」
に
は
労
働
者
階
級
に
憧
れ
、
七
○
年
代
の
「
軍
人
が
社
会
を
支
配
す
る
時
代
」
に
は
軍
人
に
憧
れ
、
八
○
年
代
と
九
○

年
代
の
市
場
経
済
化
の
時
代
に
は
「
能
力
が
あ
り
、
金
持
ち
の
男
性
」
に
憧
れ
て
い
る
と
い
う
。

年
齢
階
層
別
の
分
布
に
つ
い
て
は
、
離
婚
は
三
○
～
三
九
歳
の
間
の
年
齢
層
に
最
も
多
く
、
次
に
二
○
代
で
、
四
○
代
も
少
な
く
な
い
。
こ

の
結
果
は
Ｓ
街
道
デ
ー
タ
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
年
齢
別
に
離
婚
の
原
因
を
み
る
と
、
離
婚
件
数
の
最
も
多
い
三
○
～
三
九
歳
の
年
齢
層
に
は
、

妻
が
出
国
し
て
稼
い
だ
金
銭
を
夫
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
全
部
使
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
な
ど
で
ホ
ス
テ
ス
と
不
倫
を
し

た
り
し
て
離
婚
す
る
こ
と
が
多
い
。
妻
側
を
み
る
と
、
飲
食
店
、
カ
ラ
オ
ケ
、
バ
ー
な
ど
で
働
き
た
い
が
、
夫
が
同
意
し
な
い
た
め
離
婚
を
決

意
す
る
こ
と
も
あ
る
。
二
○
代
で
は
、
年
齢
層
が
若
い
こ
と
も
あ
っ
て
一
目
惚
れ
で
結
婚
す
る
な
ど
、
互
い
に
相
手
を
十
分
知
ら
な
い
ま
ま
結

婚
す
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
結
婚
後
の
安
定
を
欠
く
。
年
齢
が
若
い
た
め
家
庭
で
問
題
が
お
き
る
と
、
そ
の
困
難
を
乗
り
越

え
ら
れ
ず
離
婚
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
四
○
代
以
上
に
は
再
婚
者
が
多
い
。
再
婚
者
は
一
生
を
添
い
遂
げ
よ
う
と
す
る
人
が
少
な
い
。

再
婚
者
の
結
婚
生
活
で
は
双
方
の
子
供
ど
う
し
が
衝
突
し
や
す
く
、
ま
た
双
方
と
も
経
済
力
が
あ
る
場
合
が
多
い
た
め
、
初
婚
よ
り
容
易
に
別

れ
る
。
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国
際
結
婚
の
再
婚
者
を
み
て
み
よ
う
。
国
際
結
婚
を
し
た
男
性
三
○
人
の
う
ち
、
再
婚
者
は
一
○
人
で
、
三
人
に
一
人
が
再
婚
者
で
あ
っ
た
。

男
性
は
四
○
～
五
○
代
が
最
も
多
く
、
年
齢
が
近
い
女
性
と
結
婚
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
延
辺
朝
鮮
族
の
女
性
再
婚
者
は
一
三
七
人
で
、

女
性
の
国
際
結
婚
の
二
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
約
四
人
に
一
人
は
再
婚
者
で
あ
る
。
延
辺
朝
鮮
族
女
性
の
再
婚
者
は
二
○
～
三
○
代
の

延
辺
で
は
、
離
婚
と
国
際
結
婚
に
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
表
５
で
見
た
よ
う
に
離
婚
は
二
○
～
四
四
歳
（
八
割
以
上
）
ま
で
の

年
齢
的
制
約
が
少
な
い
女
性
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
、
離
婚
に
至
る
ケ
ー
ス
で
は
、
夫
側
に
原
因
が
あ
る
と
す
る
離
婚
申
請
の
割
合
が
非
常

に
高
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
婚
姻
に
不
満
を
も
つ
延
辺
の
女
性
に
お
い
て
は
、
義
務
・
責
任
を
果
た
せ
な
い
夫
と
別
れ
た
い
と
い
う
欲

求
と
、
経
済
的
に
依
存
で
き
る
男
性
と
再
婚
し
た
い
と
い
う
欲
求
が
重
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
結
婚
市
場
に
お
い
て
、
ど

ん
な
離
婚
女
性
が
、
ど
ん
な
外
国
の
男
性
と
結
婚
し
、
彼
ら
の
「
結
婚
取
引
」
で
は
ど
ん
な
資
源
が
持
ち
込
ま
れ
る
か
を
考
察
し
よ
う
。

延
辺
で
は
、
一
九
九
○
年
か
ら
国
際
結
婚
に
よ
る
社
会
移
動
の
ブ
ー
ム
が
始
ま
っ
た
（
表
３
を
参
照
）
。
一
九
九
○
年
か
ら
一
九
九
三
年
ま
で

の
国
際
結
婚
の
数
は
、
二
三
か
ら
六
三
○
に
急
激
に
上
昇
し
て
い
る
。
朝
鮮
族
の
占
め
る
割
合
を
み
る
と
、
一
九
九
○
年
か
ら
一
九
九
四
年
の

四
月
の
間
に
生
じ
た
国
際
結
婚
の
う
ち
、
朝
鮮
族
を
一
方
に
含
む
結
婚
は
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
（
九
三
五
件
中
八
七
九
件
）
を
占
め
て
い
る
。
ま
た

そ
の
な
か
で
、
朝
鮮
族
の
再
婚
者
は
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
（
八
七
九
件
中
二
三
七
件
）
を
占
め
て
お
り
、
約
四
人
に
一
人
で
あ
る
。

延
辺
朝
鮮
族
の
国
際
結
婚
に
お
け
る
結
婚
相
手
の
国
籍
を
み
て
み
よ
う
。
国
際
結
婚
を
し
た
延
辺
朝
鮮
族
男
性
は
三
○
人
で
、
相
手
の
女
性

の
国
籍
は
北
朝
鮮
が
一
三
人
、
韓
国
四
人
、
華
僑
二
人
、
ロ
シ
ア
国
籍
の
朝
鮮
族
一
人
、
そ
の
他
一
人
で
あ
る
。
男
性
の
同
民
族
間
の
結
婚
は

三
○
人
の
う
ち
、
二
七
人
で
九
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
（
そ
の
他
一
人
を
除
く
）
。
延
辺
朝
鮮
族
女
性
の
場
合
は
八
四
九
人
で
、
相
手
の
男

性
の
国
籍
は
韓
国
七
八
○
人
、
日
本
二
三
人
、
ア
メ
リ
カ
国
籍
の
朝
鮮
族
四
人
、
残
り
は
英
国
、
台
湾
、
香
港
、
マ
カ
オ
の
華
僑
や
朝
鮮
族
で

あ
る
。
女
性
の
九
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
経
済
的
に
進
ん
だ
韓
国
の
男
性
と
結
婚
す
る
の
に
対
し
て
、
男
性
は
母
国
よ
り
経
済
的
に
遅
れ
た
国

の
同
民
族
女
性
と
結
婚
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
延
辺
に
お
け
る
朝
鮮
族
の
国
際
結
婚
の
九
割
以
上
は
、
国
籍
を
異
に
す
る
同
民
族
間
の
結
婚

で
あ
る
。

（
四
）

延
辺
で
は
、

国
際
結
婚
と
資
源
所
有
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婚
姻
相
手
で
あ
る
韓
国
の
男
性
を
み
る
と
、
三
○
～
四
○
代
が
最
も
多
い
。
ま
た
初
婚
者
が
多
く
、
男
性
総
数
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

て
い
る
。
職
業
別
に
み
る
と
、
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
韓
国
男
性
は
農
民
、
建
設
労
働
者
で
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
が
社
長
、
公
務
員
、
会
社
員

で
あ
る
。
学
歴
別
に
み
る
と
、
大
半
が
中
卒
、
高
卒
で
大
学
以
上
の
学
歴
保
持
者
は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
。

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
再
婚
女
性
が
国
際
結
婚
を
選
ぶ
の
か
。
延
辺
婦
女
雑
誌
社
の
李
善
姫
ら
に
よ
る
国
際
結
婚
に
関
す
る
調
査
を
み
て
み

（
吃
）

よ
う
。
李
ら
の
調
査
は
、
夫
に
経
済
的
能
力
の
あ
る
家
庭
は
比
較
的
に
安
定
し
て
い
る
が
、
夫
の
経
済
力
が
な
い
場
合
に
は
離
婚
の
危
機
に
直

面
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
「
な
ぜ
韓
国
人
の
男
性
と
結
婚
し
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
を
す
る
と
、
離
婚
経
験
の
あ
る
女
性
た
ち
は

「
夫
が
あ
ま
り
に
も
能
力
が
な
い
の
で
、
や
む
を
得
ず
韓
国
へ
い
き
ま
す
」
と
答
え
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
多
く
の
女
性
が
国
際
結
婚
を
す
る
た

め
に
離
婚
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
不
満
足
な
夫
と
の
結
婚
生
活
が
限
界
に
達
し
た
女
性
た
ち
に
対
し
て
、
国
際
結
婚
ブ
ー
ム
と
い
う
機

会
の
到
来
が
与
え
る
影
響
は
極
め
て
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

要
す
る
に
、
学
歴
・
職
業
・
収
入
と
い
っ
た
資
源
が
少
な
く
、
年
齢
的
制
約
の
小
さ
い
女
性
が
、
不
満
足
な
結
婚
を
解
消
し
、
資
源
が
多
い

男
性
を
求
め
、
国
際
結
婚
を
す
る
傾
向
に
あ
る
。
彼
女
ら
は
国
際
結
婚
市
場
に
お
い
て
相
手
の
個
人
的
属
性
よ
り
も
、
価
値
の
高
い
「
場
的
資

（
過
）

源
」
の
魅
力
に
引
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
魅
力
的
な
「
場
所
」
に
移
住
す
る
た
め
に
、
相
手
の
男
性
と
の
取
引
に
お
い
て
価
値

を
も
つ
若
さ
と
い
う
資
源
を
交
換
に
持
ち
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
韓
国
で
結
婚
難
に
直
面
し
て
い
る
男
性
は
、
経
済
的
に
優
位
な
国

離
婚
女
性
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
一
九
九
四
年
の
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
延
辺
で
国
際
結
婚
を
し
た
女
性
一
四
五
人
の
う
ち
、
五
五
人
は
再

婚
で
、
三
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
六
人
は
未
亡
人
で
、
残
り
の
四
九
人
は
離
婚
経
験
者
で
あ
る
。
年
齢
は
四
九
人

の
う
ち
、
三
人
だ
け
が
四
一
～
四
二
歳
で
、
そ
の
他
は
二
○
～
三
○
代
で
あ
る
。
な
お
、
相
手
の
男
性
と
の
年
齢
差
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う

特
徴
が
あ
り
、
六
歳
か
ら
一
二
歳
差
ま
で
が
分
布
の
山
に
な
っ
て
い
る
。

国
際
結
婚
を
し
た
延
辺
朝
鮮
族
の
女
性
の
職
業
を
み
る
と
、
安
定
し
た
職
業
を
も
っ
て
い
る
女
性
は
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
は
農
民
、
無

職
、
日
雇
い
、
個
人
商
売
で
あ
る
。
学
歴
別
で
は
、
中
卒
、
高
卒
が
最
も
多
く
、
通
信
大
学
を
卒
業
し
た
女
性
は
二
～
三
人
し
か
い
な
い
と
い

う職
0 ，
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（
一
）
如
睾
市
の
概
況
お
よ
び
デ
ー
タ

如
皐
市
は
江
蘇
省
の
南
東
に
位
置
し
て
い
る
沿
岸
都
市
で
あ
る
。
一
九
九
○
年
ま
で
如
皐
県
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
一
年
に
は
如
皐
市
に
改

め
ら
れ
た
。
総
面
積
は
一
、
四
七
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
人
口
（
一
九
九
○
）
は
一
四
五
万
人
（
う
ち
農
村
人
口
一
二
八
万
）
で
あ
る
。
同
市

は
一
○
の
鎮
と
四
三
の
郷
を
管
轄
し
て
い
る
。
江
蘇
省
は
交
通
の
便
が
良
く
地
理
的
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
経
済
発
展
が
進
ん
で
地
域
で
あ
る
。

江
蘇
省
は
結
婚
に
よ
る
流
入
人
口
が
多
く
（
一
九
九
○
年
第
四
次
人
口
調
査
で
は
江
蘇
省
に
結
婚
に
よ
っ
て
流
入
し
た
人
口
は
二
○
万
で
、
全
国
で
最
も

多
い
）
、
離
婚
率
は
低
い
が
（
表
１
を
参
照
）
、
売
買
婚
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

以
下
の
デ
ー
タ
は
、
杜
桂
珍
・
陳
忠
明
・
馬
藺
梅
の
「
対
外
来
妹
婚
育
管
理
情
況
的
調
査
与
思
考
」
（
一
九
九
五
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

杜
、
珍
、
馬
ら
は
、
結
婚
に
よ
っ
て
流
入
し
た
女
性
が
最
も
集
中
し
た
解
窒
、
石
庄
、
江
安
の
三
つ
の
地
域
を
調
査
地
点
と
し
て
選
び
、
さ
ら

に
そ
の
三
つ
の
地
域
に
お
け
る
一
五
の
「
郷
鎮
」
の
二
四
六
村
を
調
査
対
象
地
と
し
て
選
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
地
域
は
如
皐
市
の
西
南
部

に
位
置
し
て
お
り
、
経
済
的
条
件
が
相
対
的
に
よ
く
な
い
地
域
で
あ
る
。
杜
、
陳
、
馬
ら
は
、
郷
鎮
の
「
計
画
出
産
」
管
理
員
や
村
婦
女
主
任

な
ど
三
○
○
人
を
動
員
し
て
、
こ
の
調
査
対
象
地
で
、
一
九
九
○
年
か
ら
一
九
九
四
年
の
四
月
ま
で
に
結
婚
に
よ
っ
て
流
入
し
た
一
、
五
九
六

名
の
結
婚
女
性
の
サ
ン
プ
ル
を
と
っ
た
。
以
下
は
そ
の
女
性
を
対
象
と
し
た
分
析
の
結
果
で
あ
る
。

と
い
う
「
場
的
資
源
」
を
結
婚
に
利
用
し
て
い
る
。
資
源
が
少
な
い
女
性
は
、
出
国
と
い
う
障
壁
を
乗
り
越
え
る
資
源
が
な
い
た
め
、
結
婚
と

い
う
手
段
を
利
用
し
て
出
国
の
目
的
を
果
た
し
て
い
る
。
出
国
の
壁
が
低
く
な
れ
ば
、
結
婚
と
い
う
手
段
を
利
用
し
て
出
国
す
る
女
性
は
減
る

と
思
わ
れ
る
。

一
一
江
蘇
省
如
畢
市
に
お
け
る
結
婚
に
よ
る
社
会
移
動
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（
三
都
市
郊
外
の
農
民
男
性
と
山
村
女
性
の
結
婚

一
九
九
○
年
か
ら
、
如
皐
市
の
解
毒
、
石
庄
、
江
安
の
三
つ
の
地
域
で
は
、
結
婚
に
よ
っ
て
貧
し
い
農
村
か
ら
移
住
す
る
女
性
が
年
々
増
加

し
て
い
る
（
表
７
）
。
先
に
定
住
し
た
女
性
が
故
郷
の
親
戚
、
友
人
、
近
隣
を
紹
介
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
移
住
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ

る
た
め
、
移
住
は
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
う
し
た
増
加
の
背
景
に
は
、
結
婚
に
よ
る
女
性
の
流
入
を
幹
部
・
大
衆
が
歓
迎
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
解
毒
、

石
庄
、
江
安
は
如
皐
市
で
は
経
済
的
に
遅
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
女
性
の
流
入
は
、
地
元
で
結
婚
で
き
な
い
男
性
の
増
加
と
い
う
問
題
を
解

決
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
如
皐
市
の
郊
外
の
農
村
男
性
は
、
地
元
で
結
婚
相
手
を
捜
す
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
資
金
を
貯
め
て
か
ら
紹
介
人

を
通
じ
た
外
部
の
農
山
村
の
女
性
と
の
結
婚
を
求
め
る
。

女
性
側
を
み
る
と
、
出
身
地
が
経
済
的
に
貧
し
く
、
交
通
の
不
便
な
農
山
村
で
あ
る
た
め
、
若
い
女
性
は
地
元
を
離
れ
た
い
と
い
う
願
望
が

非
常
に
強
い
と
い
う
。
結
婚
に
よ
っ
て
如
皐
市
に
流
入
し
た
女
性
の
出
身
地
は
、
全
国
の
二
○
の
省
の
農
村
に
わ
た
る
が
、
貴
州
省
、
四
川
省
、

湖
北
省
、
湖
南
省
、
安
徽
省
の
貧
し
い
農
村
か
ら
流
入
し
た
人
々
が
、
全
体
の
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
（
表
８
）
。

し
か
し
こ
う
し
た
女
性
た
ち
は
、
地
元
を
離
れ
た
い
と
い
う
願
望
が
強
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
会
に
移
住
す
る
た
め
に
必
要
な
高
学
歴
と

い
う
資
源
を
所
有
し
て
い
な
い
（
表
９
）
。
結
婚
に
よ
っ
て
流
入
し
た
女
性
の
う
ち
、
六
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
女
性
は
非
識
字
者
ま
た
は
小
学

卒
で
あ
り
、
約
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
女
性
が
高
校
も
卒
業
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
女
性
は
年
齢
が
若
く
、
結
婚
の
法
定
年
齢
（
女
性
二
○
歳
）

に
達
し
て
い
な
い
女
性
も
一
○
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
見
ら
れ
る
と
い
う
。

（
三
）
地
域
格
差
と
売
買
婚

如
皐
市
の
都
市
郊
外
の
男
性
と
山
村
女
性
と
の
結
婚
は
、
ほ
と
ん
ど
が
売
買
婚
で
あ
る
（
表
皿
）
。
男
性
側
に
目
を
向
け
る
と
、
如
皐
市
の
経

済
の
発
展
が
遅
れ
て
い
る
農
村
部
で
は
、
社
会
経
済
的
地
位
の
低
い
貧
し
い
者
や
身
体
障
害
者
な
ど
の
男
性
が
結
婚
難
に
直
面
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ら
の
男
性
は
地
元
の
「
場
的
優
位
」
を
利
用
し
て
貧
困
地
域
の
農
山
村
に
結
婚
相
手
を
捜
し
求
め
て
い
る
。
男
性
が
結
婚
の
た
め
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表7結婚によって江蘇省如皐市に流入した女性の数

単位：人

年度 1990 1991 19921993 1990-1994総計

(1-4月）

人数 53 93 195 796 459 1,596

注：杜桂珍・陳忠明・馬蘭梅により作成。

表8結婚によって江蘇省如皐市に流入した女性の本籍地

単位：人

省別 貴州 四川 湖北 湖南安徽その他総計

人数 893 223 272 96 64 48 1,596

総計に占める比56.0% 14.0% 17.0%6.0%4.0% 3.0% 100.0%

注：杜桂珍・陳忠明・馬蘭梅により作成。

表9結婚によって江蘇省如畢市に流入した結婚女性の学歴

単位：人

学歴 非識字者小学校中学校高校総計

人数 241 794 540 21 1,596

総計に占める比 15.1% 49.7%33.8% 1.3%100.0%

注：杜桂珍・陳忠明・馬蘭梅により作成。

表10男性が結婚に支払った金額

単位：万元

種類別 紹介費妻の実家旅費 総計一人平均

金額 111 608 158 877 0．55

全額に占める比率12.7% 69.3% 18.0%100.0%

注：杜桂珍・陳忠明・馬蘭梅により作成。
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に
使
っ
た
総
費
用
は
八
七
七
万
元
（
約
一
億
二
六
○
○
万
円
）
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
男
性
は
平
均
六
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
金
額
を

女
性
の
実
家
に
支
払
っ
て
お
り
、
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
金
額
を
旅
費
と
し
て
使
っ
て
お
り
、
一
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
紹
介
者
に
支
払
っ
て
い

る
。
男
性
が
結
婚
の
た
め
に
支
払
っ
た
費
用
は
一
人
平
均
五
、
五
○
○
元
（
約
八
万
円
）
で
あ
る
。

一
方
で
居
住
地
が
貧
し
く
、
交
通
も
不
便
で
あ
る
と
い
う
地
理
的
・
経
済
的
悪
条
件
の
た
め
、
農
村
女
性
は
地
元
を
離
れ
た
い
と
い
う
願
望

が
強
く
、
他
方
で
、
如
皐
市
で
は
都
市
部
の
女
性
を
配
偶
者
と
し
て
み
つ
け
ら
れ
な
い
男
性
が
お
り
、
そ
の
た
め
貧
し
い
農
山
村
の
女
性
と
都

市
部
の
農
村
男
性
の
ニ
ー
ズ
が
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
杜
、
陳
、
馬
ら
に
よ
れ
ば
、
如
皐
市
の
都
市
郊
外
の
農
民
男
性
と
山
村
女
性
の
結
婚

の
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
は
夫
婦
関
係
が
安
定
し
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
、
江
蘇
省
は
生
活
条
件
が
よ
く
、
生
活
が
山
村
よ
り
良
い
か
ら
で
あ
る
と

い
う
。
男
性
側
の
家
族
は
、
せ
っ
か
く
金
で
買
っ
て
き
た
嫁
だ
し
、
生
活
に
慣
れ
な
い
と
嫁
が
逃
げ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
嫁
と
の
関

係
に
対
し
て
格
別
な
配
慮
を
払
う
た
め
、
結
婚
に
満
足
し
て
い
る
嫁
も
多
い
と
い
う
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
女
性
が
結
婚
に
満
足
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
ま
た
、
都
市
と
農
村
の
経
済
格
差
は
年
々
拡
大
し
て
い
る
た
め
、
結
婚
に
よ
る
農
村
女
性
の
都
市
移
住
は
増
加
し
て
い
る
の
で

（
Ｍ
）

あ
る
。
杜
、
陳
、
馬
ら
に
よ
れ
ば
約
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
女
性
は
結
婚
に
満
足
し
て
お
ら
ず
、
折
を
見
て
逃
げ
て
し
ま
う
と
い
う
。

ま
た
、
都
市
郊
外
の
男
性
と
山
村
女
性
と
の
結
婚
に
際
し
て
、
結
婚
を
斡
旋
す
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
人
々
を
編
し
て
莫
大
な
利
益
を
得
る
こ
と

も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
三
年
、
貴
州
省
と
雲
南
省
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
二
七
名
の
女
性
を
編
し
て
如
皐
市
の
農
民
男
性
に
売
り
、
七
万
七

千
元
（
約
二
○
万
円
）
を
編
し
取
っ
た
。
人
民
法
院
で
は
、
一
九
九
四
年
に
こ
う
し
た
結
婚
詐
欺
事
件
で
、
四
人
を
死
刑
に
し
た
と
い
う
。

要
す
る
に
、
貧
し
く
て
交
通
の
不
便
な
地
方
農
村
と
い
う
「
場
的
資
源
」
の
制
約
を
受
け
て
い
る
女
性
に
と
っ
て
、
都
市
郊
外
の
農
村
部
は

大
き
な
価
値
を
持
つ
場
所
と
な
る
。
さ
ら
に
学
歴
の
低
さ
と
い
う
資
源
的
制
約
、
農
村
戸
籍
と
い
う
制
度
的
制
約
（
中
国
で
は
農
村
戸
籍
を
持
つ

者
は
都
市
へ
の
移
住
が
制
限
さ
れ
て
い
る
）
の
た
め
に
、
女
性
た
ち
は
売
買
婚
と
い
う
手
段
を
使
っ
て
で
も
地
元
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
の
で
あ

（
喝
）る

。
彼
女
ら
が
都
市
部
に
移
住
す
る
に
あ
た
っ
て
利
用
で
き
る
唯
一
の
資
源
は
、
年
齢
の
若
さ
だ
け
で
あ
る
。
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以
上
の
分
析
か
ら
、
個
人
が
所
有
し
て
い
る
資
源
は
婚
姻
行
動
に
大
き
な
関
連
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
先

行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
得
ら
れ
た
知
見
を
要
約
的
に
考
察
す
る
。
ま
ず
職
業
・
収
入
資
源
と
結
婚
破
綻
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
あ
る
研
究
は
、

（
妬
）

職
業
的
地
位
の
低
さ
が
結
婚
破
綻
率
の
高
さ
と
関
連
し
て
お
り
、
夫
の
失
業
が
離
婚
と
関
係
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
夫
が
長
期
的
に

（
Ⅳ
）

失
業
し
て
い
る
場
合
に
離
婚
の
可
能
性
が
高
く
な
る
と
さ
れ
る
。
延
辺
の
調
査
で
は
、
統
計
デ
ー
タ
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
延
辺
人
民

法
院
の
ヒ
ャ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
無
職
、
日
雇
い
労
働
者
、
ま
と
ま
っ
た
収
入
が
な
い
者
に
離
婚
が
多
い
と
い
う
情
報
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
Ｓ
街

道
の
離
婚
原
因
の
調
査
で
も
、
夫
の
失
業
が
離
婚
を
も
た
ら
し
や
す
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
会
社
の
倒
産
、
事
業
の
失
敗
に
よ
る
夫
の

失
業
は
、
夫
側
の
資
源
が
大
き
く
減
少
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
た
め
、
離
婚
増
大
を
も
た
ら
す
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
収
入
と
結
婚
安
定
度
・
結
婚
破
綻
と
の
関
連
を
み
て
み
よ
う
。
結
婚
が
安
定
す
る
の
は
、
女
性
の
収
入
が
男
性
よ
り
相
対
的
に
低
い

（
肥
）

場
合
で
、
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
不
満
足
な
結
婚
で
も
解
消
す
る
こ
と
は
経
済
的
に
困
難
と
な
る
。
結
婚
が
破
綻
し
や
す
い
の
は
、
夫
と
妻
の

収
入
が
互
い
に
相
対
的
に
近
い
水
準
か
妻
が
若
干
多
い
場
合
で
、
妻
の
収
入
が
夫
よ
り
は
る
か
に
多
い
場
合
に
は
逆
に
結
婚
破
綻
率
は
低
く
な

（
岨
）る

。
ま
た
職
業
・
収
入
・
学
歴
の
う
ち
、
家
族
収
入
の
効
果
が
大
き
く
、
結
婚
安
定
に
対
し
て
職
業
的
地
位
や
学
歴
よ
り
大
き
な
影
響
を
与
え

（
別
）る

。
こ
れ
ら
の
知
見
は
ア
メ
リ
カ
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
と
中
国
と
で
は
賃
金
構
造
に
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

前
者
で
は
一
般
に
、
夫
の
収
入
で
妻
と
子
ど
も
を
養
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
、
夫
の
賃
金
が
低
い
た
め
に
妻
が
働
く
場
合
も
あ
る

が
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
の
一
般
的
家
族
で
は
、
男
性
も
女
性
も
賃
金
を
低
く
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
妻
が
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
延
辺
の
場
合
、
収
入
は
数
値
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
離
婚
の
原
因
を
み
る
と
、
夫
の
収
入
が
な
い
こ
と
を
離
婚
の
原
因
と
し
て
あ

げ
た
妻
が
多
い
。
夫
の
収
入
が
な
い
と
、
家
族
経
済
が
成
り
立
た
な
い
た
め
、
結
婚
破
綻
が
起
き
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
現
在
の
妻
た
ち

は
、
夫
の
経
済
的
役
割
を
強
く
求
め
て
い
る
。
夫
が
そ
う
し
た
「
道
具
的
役
割
」
を
果
た
さ
な
い
場
合
、
離
婚
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
こ

三
考
察
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婚
姻
行
動
と
学
歴
資
源
と
の
関
連
に
つ
い
て
み
る
と
、
⑦
言
穴
と
ｚ
日
さ
ご
は
、
社
会
的
規
範
や
学
歴
資
源
が
結
婚
・
再
婚
行
動
に
与
え
る
効

（
皿
）

果
は
性
別
に
よ
り
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
彼
ら
の
調
査
で
は
、
社
会
規
範
は
男
性
が
若
い
女
性
と
結
婚
す
る
こ
と
を
奨
励
し

て
い
る
が
、
女
性
の
場
合
に
は
逆
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
一
般
的
に
、
高
学
歴
の
男
性
は
結
婚
の
た
め
の
経
済
的
資
源
を
も
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
男
性
の
高
学
歴
は
結
婚
を
可
能
に
す
る
経
済
的
資
源
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
女
性
の
高
学
歴
は
そ
う
で
は
な
い
。
と
い
う

の
は
、
高
学
歴
の
女
性
は
、
経
済
的
に
自
立
で
き
る
た
め
、
経
済
的
援
助
を
受
け
る
た
め
に
結
婚
す
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
学
歴
と
結

婚
安
定
、
結
婚
崩
壊
と
の
関
連
を
み
る
と
、
延
辺
中
級
人
民
法
院
の
ヒ
ャ
リ
ン
グ
で
は
学
歴
が
低
い
階
層
に
離
婚
が
多
い
。
こ
れ
は
、
高
学
歴

者
が
少
な
い
た
め
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
国
際
結
婚
を
す
る
女
性
は
、
高
校
卒
以
下
の
学
歴
の
者
が
大
半
で
あ
り
、
大
卒
以
上
の
高

学
歴
者
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
高
学
歴
の
女
性
は
、
経
済
的
に
自
立
で
き
る
た
め
、
離
婚
後
、
経
済
的
援
助
を
求

め
て
国
際
結
婚
を
選
択
す
る
こ
と
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
低
学
歴
の
女
性
の
場
合
は
、
経
済
的
に
自
立
し
に
く
く
、
生

活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
経
済
的
に
依
存
で
き
る
夫
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
結
婚
に
よ
っ
て
江
蘇
省
如
皐
市
に
流
入
し
た
女
性
の

場
合
も
高
校
を
卒
業
し
て
い
な
い
女
性
が
約
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
結
婚
・
再
婚
・
国
際
結
婚
に
低
学
歴
の
女
性

が
集
中
し
て
い
る
の
は
、
彼
女
た
ち
に
社
会
経
済
的
資
源
が
少
な
い
た
め
、
経
済
的
安
定
と
上
昇
移
動
の
道
と
し
て
結
婚
を
利
用
せ
ざ
る
を
得

が
集
中
し
て
い
る
の
は
、
彼
女
た
一

年
齢
と
い
う
資
源
と
婚
姻
行
動
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
結
婚
年
齢
と
結
婚
崩
壊
も
関
連
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
研
究
で
は
、
二

○
歳
以
下
で
な
さ
れ
た
結
婚
は
崩
壊
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
家
族
発
達
理
論
に
よ
る
と
、
社
会
規
範
が
許
容
す
る
よ
り
も
早
い
年
齢
で

結
婚
す
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
家
族
行
動
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
早
婚
は
結
婚
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
情
緒
的
・
学

歴
的
・
経
済
的
資
源
を
獲
得
す
る
機
会
を
な
く
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
家
族
発
達
理
論
は
、
二
○
代
以
下
で
結
婚
し
た
夫
婦
が

崩
壊
し
や
す
い
理
由
を
説
明
で
き
て
も
、
年
齢
の
若
さ
と
い
う
資
源
が
結
婚
・
再
婚
の
可
能
性
を
与
え
る
と
い
う
点
を
見
逃
し
て
い
る
。
社
会

経
済
的
資
源
が
な
く
て
も
、
女
性
に
は
結
婚
・
再
婚
に
利
用
で
き
る
資
源
と
し
て
、
年
齢
の
「
若
さ
」
が
あ
る
の
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、

と
が
多
い
。

な
い
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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学
歴
・
職
業
・
収
入
の
格
差
が
大
き
い
中
国
社
会
で
は
、
社
会
的
地
位
を
改
善
す
る
た
め
に
結
婚
を
利
用
す
る
女
性
が
急
激
に
増
え
て
い
る
。

中
国
で
は
、
学
歴
、
職
業
、
収
入
と
い
っ
た
個
人
的
資
源
の
少
な
い
女
性
が
、
経
済
的
安
定
と
上
昇
移
動
の
手
段
と
し
て
結
婚
を
利
用
し
て
い

職
業
・
学
歴
・
収
入
と
い
っ
た
社
会
経
済
的
資
源
が
な
い
女
性
は
、
年
齢
の
若
さ
と
い
う
資
源
を
結
婚
・
離
婚
・
再
婚
・
国
際
結
婚
に
お
け
る

交
換
の
た
め
の
資
源
と
し
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。
年
齢
と
い
う
資
源
は
、
地
域
間
・
階
層
間
の
格
差
の
大
き
い
中
国
社
会
で

は
、
女
性
の
上
昇
移
動
を
可
能
に
す
る
手
段
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

社
会
移
動
と
し
て
の
国
際
結
婚
・
結
婚
が
な
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
延
辺
で
は
学
歴
な
ど
の
資
源
を
持
た
な
い
が
年
齢
の
若
い
女

性
が
国
際
結
婚
を
す
る
傾
向
が
あ
り
、
如
皐
市
で
は
年
齢
以
外
の
資
源
を
持
た
な
い
農
村
の
女
性
が
結
婚
に
よ
り
都
市
部
へ
と
移
動
す
る
傾
向

が
あ
っ
た
。
配
偶
者
選
択
過
程
を
、
「
結
婚
市
場
」
に
お
い
て
当
事
者
が
複
数
の
選
択
肢
を
比
較
考
慮
し
つ
つ
互
い
に
交
換
を
行
う
過
程
と
し
て

捉
え
る
交
換
理
論
か
ら
は
、
こ
の
知
見
は
、
中
国
戸
籍
制
度
と
出
国
の
難
し
さ
と
い
う
制
度
的
条
件
の
も
と
で
は
、
結
婚
以
外
に
社
会
移
動
の

手
段
を
持
た
な
い
女
性
に
と
っ
て
、
結
婚
は
い
ま
だ
に
大
き
な
魅
力
を
持
つ
選
択
肢
で
あ
り
、
結
婚
が
選
択
さ
れ
る
過
程
で
は
自
身
の
若
さ
と

い
う
資
源
と
、
配
偶
者
の
有
す
る
場
的
・
経
済
的
資
源
と
が
交
換
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
解
釈
で
き
る
。

最
後
に
、
本
稿
で
扱
っ
た
国
際
結
婚
や
結
婚
に
よ
る
社
会
移
動
と
い
う
現
象
が
提
起
す
る
問
題
を
論
じ
よ
う
。
研
究
者
の
一
部
は
延
辺
の
国

際
結
婚
が
売
買
婚
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
正
し
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
紹
介
所
や
ブ
ロ
ー
カ
ー
が

媒
介
す
る
国
際
結
婚
で
は
、
女
性
が
紹
介
費
を
払
う
の
は
自
発
的
行
為
で
あ
り
、
男
性
側
が
女
性
に
多
額
の
金
銭
を
払
う
こ
と
も
な
い
か
ら
で

あ
る
。
む
し
ろ
女
性
の
意
志
を
無
視
し
た
売
買
婚
と
い
う
名
称
が
当
て
は
ま
る
の
は
如
皐
市
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
も
し
も
戸
籍
制
度
に
よ
っ
て

女
性
の
自
由
な
地
域
間
移
動
が
阻
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
女
性
が
売
買
婚
を
主
体
的
に
選
択
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
如

皐
市
の
結
婚
に
よ
る
社
会
移
動
は
社
会
問
題
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

結
論
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る
。
こ
う
し
た
社
会
経
済
的
資
源
が
乏
し
い
女
性
は
、
若
さ
と
い
う
年
齢
的
資
源
を
結
婚
に
持
ち
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
女
性
は
、
「
貧
し
い

現
状
を
離
れ
た
い
」
「
豊
か
な
生
活
を
し
た
い
」
と
い
う
動
機
が
何
よ
り
優
先
し
、
結
婚
相
手
側
の
個
人
的
属
性
よ
り
も
、
「
場
的
資
源
」
（
経
済

的
に
地
元
よ
り
優
位
な
場
所
）
を
重
視
し
て
お
り
、
感
情
に
基
づ
い
た
結
婚
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
女
性
と
男
性
の
結
婚

は
、
女
性
側
の
年
齢
的
資
源
と
、
男
性
側
の
居
住
地
の
「
場
的
優
位
な
資
源
」
と
の
交
換
に
よ
り
成
り
立
つ
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
一

方
で
高
学
歴
・
高
収
入
の
女
性
は
、
経
済
的
に
自
立
で
き
る
た
め
、
経
済
的
援
助
を
受
け
る
た
め
に
結
婚
・
再
婚
・
国
際
結
婚
を
積
極
的
に
選

択
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
女
性
に
お
い
て
は
、
経
済
的
安
定
よ
り
も
愛
情
に
基
づ
く
結
婚
を
行
う
べ
き
と
い
う
規
範
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ

農
村
で
も
都
会
で
も
、
女
性
は
自
分
よ
り
下
層
の
相
手
と
結
婚
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
経
済
的
地
位
の
高
い
男
性
を
選
ぶ
傾
向
が
強
い
。
そ

れ
に
対
し
て
、
男
性
は
経
済
的
地
位
の
低
い
女
性
を
選
ぶ
傾
向
が
強
い
。
社
会
経
済
的
資
源
が
少
な
い
女
性
は
、
若
い
年
齢
と
い
う
唯
一
の
資

源
を
使
っ
て
農
村
か
ら
都
会
へ
、
あ
る
い
は
都
会
か
ら
外
国
へ
結
婚
・
再
婚
に
よ
っ
て
移
住
す
る
の
で
あ
る
。
現
代
中
国
に
お
け
る
婚
姻
に
よ

る
地
域
移
動
は
、
地
域
間
の
経
済
的
格
差
、
学
歴
・
職
業
・
収
入
の
地
域
間
格
差
が
相
対
的
に
小
さ
く
な
ら
な
い
限
り
、
今
後
も
増
加
す
る
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

れ
る
。

言T注
一…

追
記
卵
中
国
の
普
通
離
婚
率
を
提
示
し
て
い
る
文
献
に
は
、
算
出
方
法
が
離
婚
件
数
で
は
な
く
、
離
婚
人
数
で
表
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
二
倍
以
上
の

数
値
を
示
し
て
い
る
も
の
が
非
常
に
多
い
こ
と
に
、
筆
者
は
最
近
、
気
づ
い
た
。
中
国
の
一
部
の
人
口
年
鑑
や
日
本
の
研
究
者
の
文
献
に
も
間
違
っ
た

デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

熊
郁
・
劉
愛
民
一
九
九
○
「
我
国
七
四
城
鎮
人
口
的
婚
姻
特
征
和
婚
遷
原
因
分
析
」
『
社
会
学
研
究
』
第
六
期
、
一
○
三
～
一
○
七
頁
。

張
洋
一
九
九
九
『
中
国
の
結
婚
問
題
』
新
評
論
。
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（
Ⅲ
）
李
善
姫
・
金
順
姫
一
九
九
七
「
延
吉
市
婚
姻
現
状
分
析
」
『
延
辺
婦
女
』
第
四
期
、
二
三
～
二
六
頁
を
参
照
。

（
蛆
）
「
性
格
の
不
一
致
」
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
不
明
な
点
が
多
い
。
「
性
格
が
合
わ
な
い
の
で
い
つ

も
喧
嘩
が
絶
え
な
い
」
と
か
、
「
性
格
、
趣
味
が
合
わ
な
い
」
と
か
、
単
に
「
性
格
が
合
わ
な
い
」
と
答
え
た
妻
が
多
い
。

（
Ⅱ
）
加
藤
美
穂
子
一
九
九
四
『
中
国
の
家
族
法
の
諸
問
題
』
敬
文
堂
、
二
○
七
～
二
二
○
頁
で
は
、
女
性
の
要
求
通
り
に
財
産
と
金
銭
を
与
え

て
離
婚
す
る
こ
と
を
「
高
額
離
婚
」
と
呼
び
、
こ
う
し
た
離
婚
で
は
女
性
の
権
利
保
護
が
等
閑
視
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

（
３
）
崔
吉
城
一
九
九
八
「
中
国
朝
鮮
族
の
漢
族
と
の
結
婚
と
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
「
比
較
家
族
史
研
究
』
第
一
三
号
、
六
○
頁
で
国
際

結
婚
（
渉
外
婚
姻
）
に
つ
い
て
挙
げ
ら
れ
た
数
値
な
ど
に
は
誤
り
が
あ
る
。
ま
ず
崔
氏
の
言
う
「
延
辺
自
治
区
」
は
、
正
し
く
は
「
延
辺
自
治

州
」
。
ま
た
、
「
渉
外
婚
姻
の
相
手
は
圧
倒
的
多
数
（
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
」
は
何
か
ら
算
出
さ
れ
た
割
合
で
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

．
九
九
○
年
に
は
一
二
人
、
一
九
九
一
年
に
は
三
四
人
、
一
九
九
二
年
に
は
六
二
人
、
一
九
九
三
年
に
は
六
二
五
人
（
正
確
な
数
値
は
六
二
二

人
）
に
な
っ
た
」
は
、
韓
国
人
と
延
辺
自
治
州
内
の
人
と
の
結
婚
で
は
な
く
、
渉
外
結
婚
を
し
た
延
辺
自
治
州
朝
鮮
族
の
人
数
で
あ
る
。
ま
た
、

渉
外
結
婚
の
う
ち
、
朝
鮮
族
再
婚
者
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
も
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
は
な
く
、
正
し
く
は
延
辺
朝
鮮
族
の
国
際
結
婚
の
二
七
パ
ー

セ
ン
ト
（
朝
鮮
族
八
七
九
人
の
う
ち
、
再
婚
者
は
二
三
七
人
）
。
正
確
な
数
字
は
表
３
を
参
照
。

（
４
）
熊
郁
・
劉
愛
民
前
掲
、
一
○
三
～
一
○
七
頁
。

（
５
）
社
会
移
動
を
二
種
類
に
分
け
、
階
層
的
に
同
じ
レ
ベ
ル
の
地
位
間
の
移
動
を
水
平
移
動
、
異
な
る
レ
ベ
ル
の
地
位
間
の
移
動
を
垂
直
移
動
と

い
う
。
本
稿
で
論
じ
て
い
る
社
会
移
動
と
は
後
者
で
あ
る
。
垂
直
移
動
に
は
上
昇
移
動
と
下
降
移
動
が
あ
る
が
、
本
稿
で
論
じ
て
い
る
の
は
前

者
で
あ
る
。
本
稿
で
論
じ
て
い
る
上
昇
移
動
と
は
、
社
会
移
動
の
う
ち
、
社
会
的
地
位
の
よ
り
高
い
階
層
へ
の
移
動
を
指
す
。

（
６
）
杜
桂
珍
・
陳
忠
明
・
馬
蘭
梅
一
九
九
五
「
対
外
来
妹
婚
育
管
理
情
況
的
調
査
与
思
考
」
『
人
口
与
経
済
』
一
号
、
三
二
～
三
四
頁
。

（
７
）
李
承
梅
一
九
九
四
「
延
辺
朝
鮮
族
女
性
的
国
際
結
婚
」
『
女
性
研
究
」
延
辺
大
学
出
版
社
、
二
○
○
～
二
一
七
頁
。

（
８
）
揚
魁
孚
主
編
一
九
九
五
「
中
国
少
数
民
族
人
口
」
中
国
統
計
出
版
社
、
四
二
二
～
四
二
三
頁
を
参
照
。

（
９
）
竹
下
修
子
一
九
九
五
「
日
米
に
お
け
る
離
婚
の
社
会
学
的
考
察
」
「
金
城
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
」
第
一
号
、
七
四
頁
の
図
１

揚
魁
孚
主
編

竹
下
修
子

１
３
を
参
照
。

る
○
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文
献

有
地
亨
・
老
川
寛
編
、
一
九
九
二
、
『
離
婚
の
比
較
社
会
史
」
、
三
省
堂
。

（
Ｍ
）
一
九
九
○
年
に
石
庄
区
高
井
郷
で
は
、
二
八
名
の
女
性
が
逃
げ
て
い
る
し
、
一
九
九
四
年
に
あ
る
村
で
は
、
六
○
○
○
元
で
貴
州
省
の
女
性

を
買
っ
て
き
た
が
、
二
○
日
も
た
た
な
い
う
ち
に
逃
げ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

（
喝
）
加
藤
美
穂
子
一
九
九
九
「
経
済
改
革
・
開
放
政
策
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
中
国
の
戸
籍
（
戸
口
）
制
度
『
現
行
戸
籍
制
度
五
○
年
の
歩

み
と
展
望
』
日
本
加
除
出
版
社
株
式
会
社
。
加
藤
氏
は
、
「
現
行
戸
籍
制
度
は
、
そ
の
政
策
に
よ
り
人
が
一
生
涯
、
さ
ら
に
祖
先
か
ら
孫
ま
で
が

た
だ
一
地
方
に
居
住
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
く
さ
せ
て
い
る
」
こ
と
の
指
摘
、
さ
ら
に
現
行
の
戸
籍
制
度
は
、
身
分
差
別
、
就
業
機
会
や
利
益

の
分
配
の
不
均
等
、
教
育
程
度
の
差
異
な
ど
の
差
別
を
造
成
す
る
と
の
批
判
お
よ
び
制
度
改
正
の
提
案
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
略
）
。
厨
房
。
房
侭
・
句
．
甸
・
〕
旨
ら
認
．
車
自
国
『
言
一
卑
品
自
国
己
昌
四
且
冨
冑
冨
二
扁
国
三
昼
．
吾
震
ミ
ミ
ミ
の
胃
ミ
宮
匿
鴎
迫
・
雪
‐
訳
．

（
Ⅳ
）
○
○
○
．
ぎ
め
》
Ｆ
○
．
》
陣
国
匡
。
昂
国
》
シ
、
岳
ご
》
○
○
国
色
目
隅
ｇ
三
四
ユ
国
－
９
胡
○
一
具
ご
ロ
ヨ
四
も
『
○
色
①
ｇ
さ
①
句
の
耳
要
ご
聾
匡
Ｑ
冨
亜
シ
罰
①
の
①
四
月
彦

ｚ
ｏ
房
．
の
Ｃ
Ｏ
ミ
ー
、
ざ
迂
応
ミ
鈩
易
》
忠
‐
こ
い

（
肥
）
の
宜
閏
三
〕
》
シ
、
こ
ろ
》
ご
く
○
癸
曽
己
冨
四
国
国
一
旦
閉
○
一
戸
三
○
二
．
言
⑦
．
Ｆ
①
く
ヨ
い
ぬ
①
『
陣
○
・
○
ョ
○
一
朋
自
房
．
）
》
豆
ぐ
○
『
ｏ
の
曽
己
の
①
ロ
四
吋
呉
さ
。
“

○
○
ミ
の
員
○
ミ
馬
の
ミ
ミ
○
ｓ
扇
島
『
尽
苫
Ｒ
い
ｚ
①
君
国
○
『
穴
“
、
四
の
庁
国
○
○
穴
い

（
岨
）
因
①
の
①
再
》
弓
．
○
．
ｚ
ｏ
弓
四
Ｆ
陣
〆
・
Ｐ
．
ｍ
己
昌
旦
閏
》
乞
謁
》
目
宣
①
言
己
四
９
９
国
匡
吾
四
コ
居
〉
シ
ロ
ロ
罰
巴
胃
ど
の
両
国
『
コ
ヨ
甥
○
ロ
ョ
四
『
一
ｓ
一
豆
の
『
匡
冒
ご
ロ
》

き
》
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
侭
両
国
員
一
意
菌
ご
員
曾
》
き
み
三
‐
ご
い

（
別
）
○
○
○
ョ
房
．
Ｆ
．
Ｏ
．
・
陣
四
日
吊
冨
》
ン
．
前
掲
論
文
。

（
別
）
Ｑ
庁
一
《
》
両
。
．
》
陣
ｚ
ｏ
『
８
二
｝
ち
ぢ
》
シ
・
］
、
三
四
『
ご
ヨ
四
豆
ぐ
○
月
ヨ
四
曽
己
こ
ぐ
ヨ
ｍ
ｇ
ｍ
①
吾
①
『
言
夢
の
口
．
切
目
○
Ｑ
四
誤
顛
ざ
謹
言
》
ご
菖
璽
ミ
国
雪
．

四
国
（
、
）
。

（
咽
）
本
稿
の
「
場
的
資
源
」
と
は
、
経
済
的
に
優
位
で
あ
り
高
い
価
値
を
付
与
さ
れ
る
場
所
や
居
住
地
を
さ
す
。
場
所
に
は
価
値
の
高
い
も
の
と

そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
価
値
の
高
い
場
所
へ
の
移
住
が
困
難
な
場
合
に
女
性
は
結
婚
と
い
う
手
段
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
と
い

う
の
が
、
本
稿
の
主
張
で
あ
る
。

－67－



野
々
村
久
也
著
、
一
九
八
五
、
「
離
婚
の
社
会
学
」
、
日
本
評
論
社
。

利
谷
信
義
・
江
守
五
夫
・
稲
本
洋
之
助
編
、
一
九
八
八
、
「
離
婚
の
法
社
会
学
」
、
東
京
大
学
出
版
会
。

普
朋
日
四
．
ゞ
三
國
ミ
ヨ
国
．
四
呂
聾
の
ヨ
ョ
里
園
普
目
ロ
吊
〆
・
》
乞
雪
璋
皆
苫
忌
○
号
ミ
ニ
き
、
昌
侭
、
邑
菖
昼
一
言
罰
ミ
唇
》
国
ｇ
ロ
日
卑
の
閉
．

曽
毅
編
、
一
九
九
五
、
『
中
国
八
十
年
代
離
婚
研
究
」
、
北
京
大
学
出
版
社
。

孫
文
蘭
、
一
九
九
一
、
『
離
婚
在
中
国
」
、
中
国
婦
女
出
版
社
。

三
三
四
日
］
．
⑦
８
号
ゞ
遍
麗
》
一
琴
墓
Ｑ
Ｏ
言
是
鴎
量
厘
昌
§
へ
諄
き
》
、
鼠
》
昌
巴
の
ロ
ヨ
吊
厨
ご
勺
吊
朋
．

（
名
古
屋
大
学
大
学
院
社
会
学
専
攻
）

林
明
鮮
、
一
九
九
九
、

第
加
号
。

九
九
九
、

徐
安
瑛
、
一
九
九
四
、
「
中
国
離
婚
現
状
、
特
点
及
其
趨
勢
」
、
「
上
海
社
会
科
学
院
学
術
季
刊
」
、
上
海
社
会
科
学
院
学
術
季
刊
編
。

加
藤
恵
美
子
、
一
九
九
七
、
「
中
国
の
協
議
離
婚
制
度
事
情
」
、
「
白
鴎
法
学
」
、
第
９
号
。

林
明
鮮
、
一
九
九
七
、
「
中
国
に
お
け
る
離
婚
と
改
革
開
放
」
Ｉ
中
間
集
団
の
機
能
変
容
に
着
目
し
て
ｌ
」
、
「
名
古
屋
大
学
社
会
学
論
集
』
、
第

「
計
画
経
済
時
代
に
お
け
る
中
国
の
離
婚
’
’
一
九
五
○
年
か
ら
一
九
七
八
年
ま
で
ｌ
」
、
「
名
古
屋
大
学
社
会
学
論
集
」
、

肥
号
。
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